
県政トピックス

特技や技能を地域で生かす ～シニアバンクの活用～

とっとりいきいきシニアバンク「生涯現役」

問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎

県庁長寿社会課
☎0857-26-7177　  0857-26-8168
　 choujyushakai@pref.tottori.lg.jp  

問
F

　
２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
県

が
創
設
し
た「
と
っ
と
り
い
き
い

き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク『
生
涯
現
役
』」

は
、60
歳
以
上
で
資
格
や
特
技
、

技
能
を
持
つ
人
を
登
録
し
て
い

ま
す
。現
在
、約
３
５
０
０
人
が

登
録
し
、公
民
館
活
動
や
町
内

会
行
事
、子
ど
も
の
学
習
支
援
な

ど
の
場
で
、講
師
や
指
導
者
と
し

て
活
躍
中
。皆
さ
ん
の
地
域
で
の

催
し
に
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、公
民
館
か
ら
の
依

頼
で
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
技
能
認

定
者
が
パ
ソ
コ
ン
の
講
義
を
し
た

り
、自
治
体
の
依
頼
で
竹
細
工

名
人
が
小
学
校
に
出
向
い
て

「
竹
の
風
鈴
」作
り
を
教
え
た

り
。登
録
者
が
長
年
培
って
き
た

知
識
や
技
能
を
地
域
で
生
か
す

と
と
も
に
、登
録
者
の
健
康
づ
く

り
や
生
き
生
き
と
し
た
生
活
の

実
現
に
も
つ
な
がって
い
ま
す
。

　
利
用
申
し
込
み
は
、県
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。さ
ま
ざ
ま
な
登

録
者
が
出
番
を
待
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、60
歳
以
上
で
資
格
や
特

技
、技
能
を
持
つ
講
師・指
導
者

の
登
録
も
受
け
付
け
中
で
す
。

申

2019.8 2019.8 8

F

利用申し込み
■申込者の要件／団体（個人は不可）
■申込方法／インターネット、電話、ファクシミリ
■利用料／申込者と登録者でご相談ください。
　
　社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会
　☎0857-59-6336　　0857-59-6341
　http://tottori-ikiiki.jp/

登録者や活動内容を紹介
　活動記録をまとめた冊子（右
写真）を発行。最寄りの公民館
や図書館、総合事務所などに設
置しています。
　ホームページからダウンロー
ドもできます。

～境港水産物卸売市場リニューアル～より高品質な海の幸をお届け
　
県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売

市
場
は
現
在
、高
い
衛
生
管
理
の

行
き
届
く
新
し
い
市
場
へ
と
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
年

６
月
に
施
設
の
一
部
が
供
用
を

開
始
、今
ま
で
以
上
に
高
品
質
な

水
産
物
を
消
費
者
に
届
け
ま
す
。

　
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
に
開

設
さ
れ
、老
朽
化
し
て
い
た
同
市

場
は
今
後
、災
害
に
強
い
施
設
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、

食
の
安
全・安
心
に
対
す
る
国
内

外
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、水
産
物
を
冷
や
す
滅
菌

冷
海
水
、シ
ャ
ー
ベッ
ト
ア
イ
ス
の

供
給
設
備
な
ど
の
最
新
設
備
も

導
入
。さ
ら
に
、水
産
物
を
床
に

じ
か
に
置
く
こ
と
を
禁
止
し
、防

鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、食

中
毒
の
原
因
を
防
ぎ
、品
質
管

理
を
徹
底
し
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、競
り
場
を
見
渡
せ

る
展
望
室
も
整
備
。見
学
ツ
ア
ー

で
は
、新
施
設
や
漁
港
な
ど
の
ほ

か
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、競

り
の
様
子
や
水
揚
げ
風
景
を
見

学
で
き
ま
す
。見
学
に
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す（
左
記
参
照
）。

　「お魚ガイド」が同行
し、卸売市場内や漁港を
案内します。希望者は、
ツアーの２営業日前ま
でに予約を。詳細はお
問い合わせください。

■時間（各回50分間）
①午前９時から  ②午前10時から
※日曜日・祝日、8月10～17日、12月21日～１月10日除
く。９月以降は午前７時からの早朝見学もあります。

■料金（１人当たり）／300円（高校生以下無料）

　
　一般社団法人境港水産振興協会
　☎0859-44-6668 　 0859-44-6740
　https://sakaiminato-suisan.jp/

県境港水産事務所
☎0859-42-3167　  0859-42-3169
　 sakaiminatosuisan@pref.tottori.lg.jp

問

問 申

問 申

F

F

境漁港見学ツアー

～看護師による運転適性相談～運転への不安に向き合う
看護師による運転適性相談

運転免許証の自主返納制度

　看護師資格を持つ相談員が、一定の病気などの運
転適性相談や、認知症の簡易検査を行っています。
　相談希望者はあらかじめお問い合わせください。
　

　免許証の有効期間内に、免許証を自主的に返納し
た場合、身分証明書として使える運転経歴証明書の
交付を受けることができます。
　また、同証明書の提示により交通機関の運賃割引を
はじめさまざまな支援を受けられる場合があります。
　詳細はホームページを確認してください。
https://www.pref.tottori.lg.jp/
177684.htm

問

問

県警察本部運転免許課 
☎　 0857-23-0110（代表）

免許更新時は高齢者講習

　70歳以上の運転者の免許更新には、自動車学校で
の「高齢者講習」の受講が必要です。
　１日の受講人数には限りがあるため、更新連絡書が
届いたら、早めに申し込んでください。
　特に自動車学校が混み合う８、９月はご注意を。

　
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
死

亡
事
故
が
、全
国
で
発
生
し
て
い

ま
す
。75
歳
以
上
に
よ
る
死
亡
事

故
は
、人
的
要
因
と
し
て
ブ
レ
ー

キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。加
齢
や
病

気
で
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
は
、最
寄
り
の
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に「
運
転
適
性
相
談
」を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
庁
資
料
に
よ
る
と
、75
歳

以
上
の
免
許
保
有
者
数
は
増
加

を
続
け
、２
０
１
８（
平
成
30
）年

12
月
末
現
在
５
６
４
万
人
。75

歳
以
上
の
運
転
者
に
よ
る
免
許

人
口
当
た
り
の
死
亡
事
故
は
、こ

こ
10
年
間
で
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、75
歳
未
満
に
比
べ
る
と

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
は
、看
護
師
に
よ
る
専
門
知
識

を
生
か
し
た
相
談
を
実
施
。運

転
を
安
全
に
続
け
る
場
合
に
必

要
な
指
導
や
助
言
を
し
て
い
ま

す
。併
せ
て
、免
許
証
自
主
返
納

の
案
内
な
ど
一
人
一
人
に
寄
り

添
い
、時
に
は
家
族
と
協
力
し
な

が
ら
相
談
に
応
じ
ま
す
。

F

F

F

　場所（平日のみ）
　東部地区運転免許センター （鳥取市吉方温泉）
　☎　 0857-36-1122
　中部地区運転免許センター （湯梨浜町上浅津）
　☎　 0858-35-6110
　西部地区運転免許センター （米子市上福原）
　☎　 0859-22-4607

さ
か
い
み
な
と
す
い
さ
ん
ぶ
つ
ち
ほ
う
お
ろ
し
う
り

い
ち
ば

免許人口10万人当たりの高齢者による死亡事故件数の推移 
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件
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※グラフ中の（　）内は死亡事故件数

死亡事故の人的要因比較 （平成30年）

死亡事故件数：460件
（うち調査不能：57件）

死亡事故件数：2,639件
（うち調査不能：111件）

〈75歳以上高齢運転者〉 〈75歳未満の運転者〉

操作不適

安全不確認

判断の誤り

内在的前方不注意
（漫然運転等）

外在的前方不注意
（脇見等）
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このうち、
ハンドルの操作不適

17%（79）
ブレーキとアクセル
の踏み間違い
5.4%（25)

このうち、
ハンドルの操作不適
12%（306）

ブレーキとアクセル
の踏み間違い
1.1%（28）
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75歳以上運転者

80歳以上運転者

75歳未満の運転者

資料出典「平成30年中の高齢運転者による死亡事故に係る分析」（警察庁）

身体機能や判断能力が低下して運転
が不安。家族にも運転を控えるよう
勧められるが、車が使えないと困る。

展望室からの眺め

こんな思いを持っている人や家族は、まず相談を

F



県政トピックスTopics

特技や技能を地域で生かす ～シニアバンクの活用～

とっとりいきいきシニアバンク「生涯現役」

問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎

県庁長寿社会課
☎0857-26-7177　  0857-26-8168
　 choujyushakai@pref.tottori.lg.jp  

問
F

　
２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
県

が
創
設
し
た「
と
っ
と
り
い
き
い

き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク『
生
涯
現
役
』」

は
、60
歳
以
上
で
資
格
や
特
技
、

技
能
を
持
つ
人
を
登
録
し
て
い

ま
す
。現
在
、約
３
５
０
０
人
が

登
録
し
、公
民
館
活
動
や
町
内

会
行
事
、子
ど
も
の
学
習
支
援
な

ど
の
場
で
、講
師
や
指
導
者
と
し

て
活
躍
中
。皆
さ
ん
の
地
域
で
の

催
し
に
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、公
民
館
か
ら
の
依

頼
で
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
技
能
認

定
者
が
パ
ソ
コ
ン
の
講
義
を
し
た

り
、自
治
体
の
依
頼
で
竹
細
工

名
人
が
小
学
校
に
出
向
い
て

「
竹
の
風
鈴
」作
り
を
教
え
た

り
。登
録
者
が
長
年
培
って
き
た

知
識
や
技
能
を
地
域
で
生
か
す

と
と
も
に
、登
録
者
の
健
康
づ
く

り
や
生
き
生
き
と
し
た
生
活
の

実
現
に
も
つ
な
がって
い
ま
す
。

　
利
用
申
し
込
み
は
、県
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。さ
ま
ざ
ま
な
登

録
者
が
出
番
を
待
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、60
歳
以
上
で
資
格
や
特

技
、技
能
を
持
つ
講
師・指
導
者

の
登
録
も
受
け
付
け
中
で
す
。

申

2019.89 2019.8

F

利用申し込み
■申込者の要件／団体（個人は不可）
■申込方法／インターネット、電話、ファクシミリ
■利用料／申込者と登録者でご相談ください。
　
　社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会
　☎0857-59-6336　　0857-59-6341
　http://tottori-ikiiki.jp/

登録者や活動内容を紹介
　活動記録をまとめた冊子（右
写真）を発行。最寄りの公民館
や図書館、総合事務所などに設
置しています。
　ホームページからダウンロー
ドもできます。

～境港水産物卸売市場リニューアル～より高品質な海の幸をお届け
　
県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売

市
場
は
現
在
、高
い
衛
生
管
理
の

行
き
届
く
新
し
い
市
場
へ
と
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
年

６
月
に
施
設
の
一
部
が
供
用
を

開
始
、今
ま
で
以
上
に
高
品
質
な

水
産
物
を
消
費
者
に
届
け
ま
す
。

　
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
に
開

設
さ
れ
、老
朽
化
し
て
い
た
同
市

場
は
今
後
、災
害
に
強
い
施
設
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、

食
の
安
全・安
心
に
対
す
る
国
内

外
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、水
産
物
を
冷
や
す
滅
菌

冷
海
水
、シ
ャ
ー
ベッ
ト
ア
イ
ス
の

供
給
設
備
な
ど
の
最
新
設
備
も

導
入
。さ
ら
に
、水
産
物
を
床
に

じ
か
に
置
く
こ
と
を
禁
止
し
、防

鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、食

中
毒
の
原
因
を
防
ぎ
、品
質
管

理
を
徹
底
し
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、競
り
場
を
見
渡
せ

る
展
望
室
も
整
備
。見
学
ツ
ア
ー

で
は
、新
施
設
や
漁
港
な
ど
の
ほ

か
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、競

り
の
様
子
や
水
揚
げ
風
景
を
見

学
で
き
ま
す
。見
学
に
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す（
左
記
参
照
）。

　「お魚ガイド」が同行
し、卸売市場内や漁港を
案内します。希望者は、
ツアーの２営業日前ま
でに予約を。詳細はお
問い合わせください。

■時間（各回50分間）
①午前９時から  ②午前10時から
※日曜日・祝日、8月10～17日、12月21日～１月10日除
く。９月以降は午前７時からの早朝見学もあります。

■料金（１人当たり）／300円（高校生以下無料）

　
　一般社団法人境港水産振興協会
　☎0859-44-6668 　 0859-44-6740
　https://sakaiminato-suisan.jp/

県境港水産事務所
☎0859-42-3167　  0859-42-3169
　 sakaiminatosuisan@pref.tottori.lg.jp

問

問 申

問 申

F

F

境漁港見学ツアー

～看護師による運転適性相談～運転への不安に向き合う
看護師による運転適性相談

運転免許証の自主返納制度

　看護師資格を持つ相談員が、一定の病気などの運
転適性相談や、認知症の簡易検査を行っています。
　相談希望者はあらかじめお問い合わせください。
　

　免許証の有効期間内に、免許証を自主的に返納し
た場合、身分証明書として使える運転経歴証明書の
交付を受けることができます。
　また、同証明書の提示により交通機関の運賃割引を
はじめさまざまな支援を受けられる場合があります。
　詳細はホームページを確認してください。
https://www.pref.tottori.lg.jp/
177684.htm

問

問

県警察本部運転免許課 
☎　 0857-23-0110（代表）

免許更新時は高齢者講習

　70歳以上の運転者の免許更新には、自動車学校で
の「高齢者講習」の受講が必要です。
　１日の受講人数には限りがあるため、更新連絡書が
届いたら、早めに申し込んでください。
　特に自動車学校が混み合う８、９月はご注意を。

　
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
死

亡
事
故
が
、全
国
で
発
生
し
て
い

ま
す
。75
歳
以
上
に
よ
る
死
亡
事

故
は
、人
的
要
因
と
し
て
ブ
レ
ー

キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。加
齢
や
病

気
で
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
は
、最
寄
り
の
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に「
運
転
適
性
相
談
」を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
庁
資
料
に
よ
る
と
、75
歳

以
上
の
免
許
保
有
者
数
は
増
加

を
続
け
、２
０
１
８（
平
成
30
）年

12
月
末
現
在
５
６
４
万
人
。75

歳
以
上
の
運
転
者
に
よ
る
免
許

人
口
当
た
り
の
死
亡
事
故
は
、こ

こ
10
年
間
で
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、75
歳
未
満
に
比
べ
る
と

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
は
、看
護
師
に
よ
る
専
門
知
識

を
生
か
し
た
相
談
を
実
施
。運

転
を
安
全
に
続
け
る
場
合
に
必

要
な
指
導
や
助
言
を
し
て
い
ま

す
。併
せ
て
、免
許
証
自
主
返
納

の
案
内
な
ど
一
人
一
人
に
寄
り

添
い
、時
に
は
家
族
と
協
力
し
な

が
ら
相
談
に
応
じ
ま
す
。

F

F

F

　場所（平日のみ）
　東部地区運転免許センター （鳥取市吉方温泉）
　☎　 0857-36-1122
　中部地区運転免許センター （湯梨浜町上浅津）
　☎　 0858-35-6110
　西部地区運転免許センター （米子市上福原）
　☎　 0859-22-4607

さ
か
い
み
な
と
す
い
さ
ん
ぶ
つ
ち
ほ
う
お
ろ
し
う
り

い
ち
ば

免許人口10万人当たりの高齢者による死亡事故件数の推移 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

件
20.0
18.0
16.0
14.0
12.0
10.0
8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

※グラフ中の（　）内は死亡事故件数

死亡事故の人的要因比較 （平成30年）

死亡事故件数：460件
（うち調査不能：57件）

死亡事故件数：2,639件
（うち調査不能：111件）

〈75歳以上高齢運転者〉 〈75歳未満の運転者〉

操作不適

安全不確認

判断の誤り

内在的前方不注意
（漫然運転等）

外在的前方不注意
（脇見等）

40% 30% 20% 10% 0% 0％ 10% 20% 30% 40%

30%（136） 16%（432）

26%（696）

25%（654）

18%（465）

11%（281）

23%（105）

21%（98）

８%（35）

６%（29）

このうち、
ハンドルの操作不適

17%（79）
ブレーキとアクセル
の踏み間違い
5.4%（25)

このうち、
ハンドルの操作不適
12%（306）

ブレーキとアクセル
の踏み間違い
1.1%（28）

16.8

13.5

5.5 5.2 5.2 4.8 4.5 4.4
4.1 4.0 3.8 3.7 3.4

13.0 12.7
11.4 11.5

10.8 10.5 9.6 8.9
7.7 8.2

18.2

15.2 15.6 15.1 14.714.7
13.3

12.2
10．6 11.1

75歳以上運転者

80歳以上運転者

75歳未満の運転者

資料出典「平成30年中の高齢運転者による死亡事故に係る分析」（警察庁）

身体機能や判断能力が低下して運転
が不安。家族にも運転を控えるよう
勧められるが、車が使えないと困る。

展望室からの眺め

こんな思いを持っている人や家族は、まず相談を

F


